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(Abstract)

The seismic activity of the Hakone Volcano in the period from January to December 1976

was very calm and ollly 24 microearthquakes with← ―pl time interval bs than 2 sec.were recorded.

Earthquakes with lS― pl time interval less than 5 seQ recorded at Hakone Volcano Observatory amount

to 284.

The Eastern Yamanashi Prefecture Earthquake took place on June 16,1976 and a sequence

of foreshock‐mainshock‐aftershock was recorded at Hakone Volcano Observatory.
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はじめに

箱根火山観測所における昭和51年 1月～12月 の地震観測結果について報告する。

本期間中に測定された地震の総数は 150個であった。また箱根火山周辺の地震活動は6月 16日に山

梨県東部地震 (M=5.5), 8月 18日には, 伊豆河津町地震 (M=5。 4)があり, それぞれの震源地に

あたる地域では被害が出るほど活発な活動を示した。その後それらの余震活動はおとろえ現在では平

静をとりもとしている。一方,箱根カルデラ内の地震活動を見ると本期間中はまったく平静を保ち,

前年にひき続き観測所開設以来の低い活動が続いている。なお観測計器および地震計設置場所等はす

べて前年の通りであるr

昭和51年 1月～12月の箱根火山の地震活動

観測された地震のうち箱根火山およびその周辺に発生した地震を初期微動継続時間,(S一 P)時

間 5秒以内と考えそれらの地震を表 1に示す。図 1は表 1に示した地震の日別頻度分布図である。活

動のもっとも活発であった時期は6月 であった。この活動は6月 16日に発生した山梨県東部地震 (M

=5.D とその前震および余震活動によるものである。 山梨県東部地震についてはあらためて別の報

告によりくわしく述べる。この期間以外特に活発な時期は見られず平穏であった。図2に本期間中に

発生した地震の (S一 P)時間分布図を示した。 (S一 P)時間分布によって本期間中に発生した地

震の地域的な特徴を見てみよう。 (S一 P)時間 1秒以内を箱根カルデラ浅部, 1秒～ 2秒をカルデ

ラ深部, 2秒以上を箱根周辺に発生した地震と考える。本期間を3カ月毎に分けて見ると4月 ～6月

は 4秒前後の地震が多い。これは6月 16日の山梨県東部地震によるものである。他の期間については
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図 1 昭和51年箱根火山地震の日別頻度 (倍率4,000倍 )
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ほとんと同じ傾向を示しており特に変化のあ

った期間はない。本期間中の特徴として全期

間を通じ3秒～5秒の箱根周辺の活動が活発

であったこと, 3秒以上の地震にくらべると

その発生回数は少ないが(S一 P)時間 1秒以

内に発生する地震の活動があること,全期間

を通じ2秒前後で発生する地震活動が少ない

ことなどがわかった。以上これらの(S一 P)

時間分布の特徴は前年度報告した傾向とほと

んとかわらない (伊東他1976)。

箱根火山に発生した地震は前年と同様きわ

めて平穏であり,活動域の変化も見られない。
図 2 昭和51年箱根火山地震の (S一P)時間分布

むしろ地震の 1日 当りの平均発生回数を調べると前年は0.06回 ,本期間中では0.07回 と箱根山での地

震観測が始められて以来もっとも活動の低い状態が続いている。一方箱根火山周辺の地震活動はかえ

って活発で,本期間中山梨県東部の丹沢地震が活動の中′さであった。箱根周辺には地震活動の活発な

地域として伊豆半島周辺や山梨県東部と西丹沢地域が知られている。本期間中においてもそれらの活

動域の地震として6月 16日には山梨県東部地震, 8月 18日には伊豆河津町地震とそれぞれの震源地で

は被害のともなう地震が発生し,その活動は活発であった。箱根火山の活動と周辺の活動に関して昭

和48年 11月伊豆大島群発地震に先行して箱根火山の地震が活発になった (平賀他1974D。 昭和49年 5

月伊豆半島沖地震 (M=6.9)の 2週間後,箱根火山の活動が活発になった (伊東他1975D。 またプレ

ート説から群発地震と噴火および温泉活動について (KANAMOR1 1972,平賀 1973)の報告がある。

これらの報告と本期間中の箱根火山の低い活動および箱根火山周辺の活発な活動を考えると広域的な

応力場として見た伊豆・箱根および丹沢地域の地震活動はたいへん興味深い問題である。また箱根カ

ルデラ内の地震活動低下は昭和41年に発生した箱根群発地震以後,温泉の温度が上昇した異常高温が

現在もなお続いている (広田他1976)こ とに対してどのような影響を与えるかなど,今後もこれらの

点を十分考慮して観測を行なわなければならない。

箱根カルデラ内の展源分布

図3に本期間中に観測された地震の中から箱根カルデラ内の地震について求めた震源分布図を示

す。箱根カルデラ内に発生した地震 (S一 P時間 2秒以下)は24個観測された。そのうち震源の求ま

った地震は15個である。震源の求まった地震のうち最大振幅 1(μ)以下のものは 9個, 1(μ)以上

の地震は 6個であった。図中の自丸は最大振幅 1(の 以下の震源,黒丸は最大振幅 10)以 上の震

源を示す。震央分布はそのほとんとが大涌谷・早雲山地域に集中している。大涌谷・早雲山は箱根火
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図 3 昭和51年箱根火山地震の震源分布
(● :1ミ クロン以上,0:1ミ クロン以下の地震,十 :観測点)
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山の活動が地表にあらわれている地域として観光名所にもなっており現在でも噴煙を上げている。大

涌谷は箱根火山の噴気地帯としては一番広く,かつ活発な地域であり吹き出している蒸気を利用して

温泉とする施設や県の土本部による砂防用の蒸気井などが見られる。箱根火山の噴気地帯としては大

涌谷・早雲山地域のほかにもう1ケ所湯の花沢地区がある。湯の花沢は駒ケ岳の南側に位置し,周辺

には温泉用の蒸気井などが掘られているが,噴気地域の規模は大涌谷にくらべるとずっと小規模であ

る。湯の花沢周辺での地震活動はほとんど見られない。

次に求められた震源の深さを見る。地震の発生している深さの多くは海抜標高 0″付近を中心とし

た場所に集中している。一番深いものは海抜標高 4λ■であった。これらの震源分布は前年求められた

震源分布と同様な特徴を示す。したがって本期間中は前年とくらべ震源域の移動などの変化がなかっ

たことを示している。

箱根火山地震の推移

箱根火山では過去において幾度も群発地震が経験 さ

れ,知 られている(表 2)。 また大涌谷や早雲山付近は地

辻りが幾度か発生し,大 きな災害も受けている。

有史以来箱根火山においては噴火の記録こそないが幾

度かの群発地震発生によって死滅した人山ではないこと

を知ることができる。

箱根火山における地震観測は19∞年2月 に最大地震

(M=4.の を起した群発地震を契機として観測が始め

られ今日まで観測が続けられている。

1960年から今日まで続けられた観測結果から箱根火山

内部に発生した地震の推移を調べた。箱根火山内部に震

源を有するものは (S一 P)時間 2秒以内と考え,図 4

にそれらの地震の月別頻度分布を示した。火山地帯には

群発地震が発生することが知られているが,箱根火山も

例外でなく観測が始められた1960年以後も何度かの群発

1 1917年 (大正 601月 ～ 2月
1 1917年 ( ″ )6月
1920年 (大正 9012月

1966年 (昭和41年)5月～ 6月

「葛‐5赫 弓百

表 2 箱根火山の群発地震

3月

1 1934年 (昭和 902月 ～12月

卜:=覇器:3だ一一
1囃琳暮[導型型
1953年 (昭和28年)1月～ 5月

1960年 (昭和3501959年 9月 ～4月

地震が記録された。その発生は数年の間隔で繰り返されている。最近の群発地震としては1972年 3月

～4月 にかけて発生したものでそれ以後,本年度まで大きな規模のものは発生していない。しかし,

その間非常に小規模ではあるが群発性地震はあった (伊東他1974197D。

1960年から1968年の平穏期について水上他(1969Dは 1日 当りの平均地震発生回数を0.36回 とした。

1972年の群発地震以後, 1日 当りの平均発生回数は 0。 1回 と明らかに活動レベルが低下している。さ

らに1975年 と1976年は 1日 当りの平均発生回数が0.06,0.07回 と19∞年の観測開始以来もっとも活動

年
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図 4 昭和35年～昭和5

が低下している。これらの箱根火山地震の推

移について年別の総発生回数を調べたのが図

5である。1960年の観測当初は加速度計によ

る記録 (水上1960Dであるため正確な数は不

明であるが,以後の観測と同様の高感度地震

計とすればその発生回数は1,000回以上にな

るものと思われる。

1960年以後の地震計による観測が始められ

て以来の群発地震活動は図 4に示すように幾

度か認められたが,有感地震をともなう規模

の大きなものは1966年,1969年,1972年の 3

回であった。

1786年以後の群発地震の記録から活動期間

有感地震の回数および地鳴や鳴動などについ

て調べると,1917年の活動と1920年の活動期

1960   65 _ 70   愧
図 5昭和35年～昭和51年 箱根火山性地震の年別頻度分布

間の間は2年 6月 と長いが,その他の群発地震の活動については1934年 と1935年 ,1943年と1944年 ,

1952年と1953年の活動は互いに影響を与えた同じ活動期と考えられる(図 6)。 1786年から1917年の間

について文献等に群発地震の発生の記録がなくこの考え方には当てはまらない。しかし,1917年以後

の連続して発生したものを同じ活動期と考えると,これらの活動期は周期的であり,発生周期の最も

長い期間は1920年の活動期から1934年,1935年の活動期まで約13年間,最も短かい期間は1960年から

1966年まで約 6年間である。1972年の群発地震以後の活動は図5の ように活動期間は短かく高感度地
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図 4 昭和35年～昭和51年 箱根火山性地震の月別頻度分布
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震計によってのみ記録されるほとの小規模な活動が何度か記録され,その活動は群発性を示した。し

かし,これらの活動の規模は年々衰えを見せ,次第に終息しつつあるように見える。しかし,箱根火

山において過去の群発地震発生が周期的であることから再び活動があることは間違いない。しかし,

これらの発生時期を判断するための資料は現在のところ得られていないので,今後の調査によって明

らかにしたい。

結語および謝辞

昭和51年 1月 から12月 まで観測された箱根火山およびその周辺の地震総数は 150個であった。箱根

カルデラ内に発生した地震は24回で 1日 当りの平均発生回数は0.07回 となり箱根カルデラ内の地震活
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に起こった山梨県東部地震, 8月 18日には伊豆の河津町付近に起こった河津地震とその活動は活発で

あり,それらの活動と箱根火山地震の関係について注目した。

箱根火山に発生した群発地震の記録をまとめると, 1～ 2年の間に連続して群発地震が起こること

が多く,それらの活動期と活動期の間の体上期間は13年間～ 6年間である。

地震観測の始められた19∞年以後の群発地震活動についてもこれらの周期性が認められる。1972年

以後,本期間中までの活動については非常に小規模な群発性の活動はあったが,有感地震を合むよう

な規模の大きな活動は記録されていない。

今回の調査に御指導をいただいた東京大学の水上武名誉教授にお礼を申し上げます。有益な助言お
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０
．

０
．

０
．

０
．

０
．

０
．

０
．

０
．

0。

―

―

―

―

―

―

醐

―

―

―

劇

「

０

　

　

　

　

　

　

　

０

釧
‐
‐

９５‐

劉

　

　

”

ｍ

５
　
　
　
２

３



コ0

月・ 日 時 :分 :秒

小 塚 山 二 の 平 神 山 温 泉 荘 大 涌 谷

大
幅
μ

最
振
ィ

S一 P
時 間
(鏡 )

漏

怖
大
幅
″)

S一 P
時 間
rsec.)

大
幅
μ

最
振
＜ Ｓ一Ｐ［回

大
幅
μ

最
振
＜
Ｓ一ＰＴ

号

指
S一 P
唯 間

3

5

7

9

10

18

19

24

3. 10

23

2

29

２

　

　

６

　

　

２

４

；５３
‐
Ｊ
「
引

；・４
‐
劇
司
引
州

‐２５‐
目

‐５５
‐

‐・７
‐
日
潮
「
倒
翻
羽

・９
‐
ヨ
「
針

０７
‐
劇
「
刊
司
呵
劃
酬
「
劉

４６

”

・５

２３

“

・０

０７

”

５４

・５

３７

４７

”

”

∞

０１

”

４９

●

０３

“

３．

１６

・６

・９

３．

∞

墾

”

２

・２

“

・９

“

・３

・４

”

０３

∞

・４

０４

・０

”

∞

０１

０１

０ｌ

ω

ｌ．

“

０１

１８

∞

“

・３

２

∝

・７

1.7C

O.4C

l.OC

O.5C

O.15

0.瀾

1.10

0.75

0。 50

0.75

0.35

0。 10

0.40

0.20

0.20

0.25

0.25

1.95

0.80

0.30

2.45

3.50

1.90

3.“

3.50

3.05

3.30

3.85

”

６０

３

２

翻

「

劇

調

Ｊ

¶

，・５
‐

川

倒

測

司

＝

酬

「

刊

劉

劃

∃

コ

馴

∃

―

¶

３５
‐

∃

η

・０
１

１

「

一
‐

∃

コ

‐

¶

測

ゴ

円

０
．

０
．

０
．

０
．

０
．

０
．

０
．

０
．

０
．

０
．

０
．

０
．

０
，

０
．

０
．

０
．

０
．

０
．

０
．

０
．

０
．

１
．

　

　

　

　

　

０
。

５
．

５
．

3.8C

3。 2

3.95

4。 25

4.四

2.45

4.35

4.05

3.05

1.95

::J

||]

4.∞

「

一
‐

一
‐

‐

「

「

コ

一
‐

‐

「

劉

「

一
‐

「

一
‐

酬

酬

到

「

司

洲

「

「

引

翻

ヨ

η

∞―

「

司

ｍ
ｌ

ヨ

¶

０

　

　

　

　

０

０
．

０
．

０
。

■

０
．

　

０
．

１
．

０
．

５
．

２
．

１
．

５
．

１
．

―

―

―

―

―

ヨ

刊

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

劇

―

―

―

―

呵

劇

「

３３
‐

‐

刊

‐

潤

「

倒

”^
―

「

３
．

　

　

３
．

３
．

４

３
．

　

２
．

４
．

４
．

0。 201

「

「

一
‐

‐

Ｉ‐

一
‐

一
‐

一

‐

Ｊ

淵

「

「

「

刊

ｌｏ
ｌ

可

ヨ

川

刊

２５
‐

川

判

呵

酬

川

洲

∞―

円

到

劇

「

¶

０
．

０
．

　

　

０
．

０
．

０
．

０
．

０
。

０
．

０
．

０
。

１
．

０
．

０
．

５
．

２
．

０
．

５
．

５
．

3.88

―

刊

―

―

―

―

―

―

―

―

劇

「

―

―

＝

引

３５‐

劃

「

田

「

劉

４３
‐

Л

「

２
．

　

　

３
．

３
．

４
．

３
．

２
．

２
．

４
．

４
．

0.2

1.25

0.25

3。 60

0.53

3.03

2.90

2.25

4.35

4.50



月 0日

4。  16

21

23

5。  5

7

12

6.  4

6

9

15

16

22:

05:17

06:13;

19:54;

01:56;

15:00;

22:

23:05;

07:00;

07:14;1

02:02;

03:11;

05:34;

05:35;

05:38:

05:39;

05:41

05:43;

05:45;

05:47;

05:47;

05:54;

05:

05:

06:02;

06:09;

06:10;

06:26;

06:

06:36

06:47;

07:29;

時 :分 ;秒

＞５
．

＞５
．

＞５
．

＞５
．

＞５
。

＞５
．

＞５
。

１
．

２
．

０
．

０
．

１
．

０
．

０
．

０
．

０
．

０
．

０
．

０
．

０
．

０
．

０
．

０
．

２
．

０
。

０
．

０
．

０
。

１
．

０
．

０
．

３
．

０
．

０
．

０
．

０
。

１
．

０
．

０
。

０
．

１
．

０
。

１
．

１
．

１
．

１
．

０
．

０
．

０
．

０
．

０
．

３
．

３
．

３
．

２
．

３
．

３
．

０
．

３
．

３
．

２
．

３
．

１
．

０
．

０
．

０
。

＞５
．

０
．

１
．

＞５
．

０
．

０
．

０
．

０
．

＞５
．

１
．

＞５
。
‐

１
．
‐

０
．
‐

＞５
．
‐

０
。
‐

１
．
‐

０
．
‐

０
．

＞５
．
，

０
．

０
．

０
。

３
．

０
．

３
．

０
。

３
．

３
．

２
．

４
．

１
．

０
．

０
．

０
．

０
．

０
．

４
．

３
．

II

大 涌 谷

3.65

2.80

0.55

0.33

0.40

0.40

4.10

4.10

3.95

4.40

4.55

4.55

4.75

4.63

4.70

4.55

4.78

4.55

4.40

4.70

4.75

4.55

4.50

4.40

4.60

4.55

4.75

4.5507:31;

小 塚 山 二 の 平 神 山 温 泉 荘

大
幅
″

最
振
‘ 〕顆

大
幅
μ

最
振
‘

5-r

ε
最 大

lμ)幅
Ｓ一Ｐ５

大
幅
‐μ

最
振
ィ
寸哺覇
昇“、
蒼】［』

α

α

瓢

α

α

α

α

０

５

型

２

１１

５

０

７

１

１

２

５

２

４

＞５
．

＞５
，

４
．

＞５
．

＞５
．

＞５
．

＞５
．

２
．

３
．

０
．

０
。

１
．

３
．

０
．

０
．

０
。

１
．

０
．

０
．

１
．

０
。

4.35

4.70

4.55

4.65

4.50

4.50

4.75

4.75

4.35

4.65

4.7C

4.7[

4.4〔

4.6[

4.6〔

4.5:

4.7:

4.64

4.71

4。 2〔

4.α

4.α

4.α

4。 4
4.91

4.α

4.64

4.J

4.81

∞

駈

ｍ
　
７３
　
　
　
田

３
　
０
　
　
　
３

“
　
　
“

１

　

　

０

４

６

２

３

４

４

４

４

４

４

４

3。 55



ゴ2

大 涌 谷

月・ 日 時:分 :秒

6. 16 | O?:31;

07:36;

07:41;

07:43;

07:

07:46;

07:47:31

07:49:

07:57;

08:02;

08:12:

08:16;

08:23

08:35;

08:36

08:40:

08:41:

08:44:

08:45;

08:49;

08:52;

00:01:

09:

09:07:

09

09:17;

09:26;

09:32;

00:53;

10:08;

10:35;

10:39;

10:

10:

10:

10:56:

11:01;

11:14;

11:17;

11:18

II耽

S一 P
時 間
〔 ■ 梵 .)

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

0.

0。

0。

0.

0.

0.

〉5.

0.

0.

0.

0.

0.

0.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.|

4..

0.

1.

0.

0。

0.

1.

1.

0.

1.

〉5。

0。

1.

0.

1.

0.

0.

0。 ,

0.

0.

0。

1.

3.

0.

)5.

〉5.

1.

1.

1.

1.

0.

0.

2.

〉5。 |

0。 |

)5.

0.

0.

0.

3.

0.

0.

0。

1.

0.

０
．

＞５
．

３
．

２
．

３
．

０
．

２
．

１
．

０
。

０
．

０
．

１
．

０
．

０
．

０
．

0.

〉5。

)5.

)5.

〉5.

1.

〉5.

1.

0.

0。

0.

3.,

0。 |

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.,

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

〉5.

〉5.

〉5.

〉5.

〉5.

2.

〉5。

0.

2.

0。

0.

)5.|

1.|

0。 |

〉5.|

4.80

4.48

4.70

4.50

4.45

4.50

4.40

4.45

4.30

4.50

4.45

4。 30

4.60

4.80

0.65

4.75

4.65

4.50

4.60

4.48

4.05

4.50

4.45

4.55

4.80

4.53

4.83

4。 35

4。 65

4.63

4.45

4.53

4.53

4.65

4.55

4.55

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.|

4.|

0.

0。

0。

4.

2.

0.

〉5。

0.

0.

0.

0.

0.

0.

0.

0.

0。

０

０

０

０

０

０

０

Ｃ

０

０

０

０

０

０

２

０

５

１

０

５

９

０

９

■

０

０

０

４

０

０

９

０１

２

α

７‐

２

α

α

■

α

α

＆

α

∝

∝

■

∝

欄

４５

＞５
．

＞５
．

＞５
．

＞５
．

＞５
．

＞５
。

＞５
．

２
．

＞５
．

１
．

１
．

＞５
．

２
．

１
．

＞５
．

０
．

１
。

１
．

＞５
．

＞５
。

１
．

＞５
．

＞５
。

１
．

３
．

２
．

＞５
．

１
．

１
．

＞５
．

＞５
．

１
．

＞５
．

０
．

１
．

０
．

＞５
．

１
．

０
．

０
．

３
．

０
．

4.

4。 1

小 塚 山 二 の 平 神 山 温 泉 荘

最 大
振 幅
(μ) Ｓ一Ｐ［ｍ

最 大

場″)幅
IIIＨ躙鋤

最 大

誓″)幅
S一 P
時 間
rsec.)

最 大

堀勁幅時 間r【11exO_、

漏

振

7C

“

”

７３

ｍ

∞

５３

６５

“

Ю

“

５０

∞

３５

３５‐

4.

4鯛

4.

4.

4.

4.

4.

4.

駅

4.

∝

圧

π

４

∝

■

昴

田

四

“

欄

４５

“

５０

ｍ

”

∞

4.

4.

“

∞

Ю

３５‐



月・ 日 時 :分 ;秒

小 塚 山 二 の 平 神 山 温 泉 荘 大 涌 谷

に

一日

S一 P
時 間
(Sec.)

最 大
振 幅

`″

) Ｓ一Ｐ盟
最 大
振 幅
(μ)

S― P
時 間
《 〕 eC.)

最 大
振 幅
(μ )

Ｓ一ＰＴ
大
幅

μ

最
振
＜

6. 16

15:22:35

15:34:58

15:51;29

17:06:29

17:07;34

17:10;19

17:15;30

17:40;06

17:49;51

17:56;07

18:05;54

18:50;54

19:22;48

19:39;08

19:59;04

20:15;58

21:57:34

22:22;22

22:40;23

22:57:36

23:16;01

∞ :59:28

01:00;06

01:48:15

∞

∞

５５

∞

”

９０

０５

４０

６５

∞

∞

Ю

“

６５

４０

５

ｍ

∞

７０

∞

∞

“

６０

６５

∞

∞

∞

・５

００

・５

“

如

∞

４５

刹

“

刹

錮

０
。
■

０
．
０
．
０
．
０
．
■

０
．
１
．
５
．
５
．
０
．
０
．
０
．
０
．
０
．
０
。
５
．
０
．
５
．
５
．
１
．
０
．
０
．
５
．
５
．
５
。
１
．
５
。
２
．
０
．
０
．
５
．
１
．
０
．
０
．
１
．
１
．

0.55

1.55

2.15

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

４８

“

∞

７５

４５

ｍ

”

４５

６５

５８

５０

“

５５

菊

ｍ

田

ｍ

６５

６０

４０

６５

ｍ

ｍ

∞

７０

ｍ

ｍ

駈

∝

馴

鵬

駈

震

∝

雛

４
．

４
．

４
．

４
．

４
．

４
．

４
．

４
．

４

４
．

４
．

４
．

４
．

４
．

４
．

4.5[

4.0〔

4.6(

0.10

0.05

0.10

0.05

0.10

0.05

0.20

)5.00

3.50

0.95

0.10

0.60

0.80

0。 10

0.40

0.25

0。 45

0.10

0.35

0.15

0.70

0。 10

0.05

0.10

0.10

一　

一　

一

4.40

4.75

4.48

Ю
　
　
Ю

６５

４
　
　
４

４

4.65

4.75

4.70

4.50

4.25

”

∞

”

”

％

“

１５

・０

∞

∞

００

１５

・５

・５

０
．

０
．

０
．

０
．

０
．

０
．

０
．

０
．

０
．

５
．

４
．

０
．

０
．

０
．

015
0.10

3.85

0.25

2.65

2.40

0.35

0.10

0。 四

1.20

1.40

1。 10

0。 20

1.80

0.30

0.10

0.20

1.80

0.20

0.15

0。 lC

O.45

0。 4C

‐

劇

翻

ョ

「

６５
‐

‐

‐

劃

洲

引

４
。

４
．

４
。

　

４
．

　

　

４
．

４
．

４
．

4.35

4.58

4.40

4.40

4.20

4.50

4.60

矧
0.151

0.75

0。 40

0。 20

0.65

)5。 ∞

)5.∞

0.35

0.35

0.35

0。 35

0.10

0.30

〉5。 ∞

0.40

〉5.∞

4.95

0.45

0。 15

0.35

3。 10

1.50

2.40

0.50

3.55

0.85

0.10

0.15

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

コ3

５５

∞

９０

７８

Ю

∞

５３

“

％

Ю

８０

３５

６５

“

７３

６５

“

∞

５０

“

“

”

６５

”

５３

２５

４５

・・駆

Ｌ



14

月・ 日 時:分 :秒

小 塚 山 二 の 平 神 山 温 泉 荘 大 涌 谷

最 大

誓ハ幅
S一 P
時 間
臨 )

大
幅
μ

最
振
ィ

S一 P
時 間
(Sec.)

大
幅
μ

最
振
＜

S一 P

5
大
幅
ハ

最
振
‘

S一 P

鷺♂
漏

栃
Ｐ
間

6. 17

18

20

01:51;4

02:01;2

02:36:0

03:10;5

05:53;4

06:11;4

06:24;0

08:06:4

08:29;3

09:30;4

10:25;3

10:51;1

10:56;1

11:25;1

12:15:1

13:50:0

15:16;3

18:51;0

19:41;0

21:55;1

22:05;4

22:16;2

02:21;2

03:02;3

10:16;3

12:04;5

15:40;0

16:16;1

17:12;1

17:57;0

07:19;1

12:15;2

13:25;0

17:37:1,

18:51:0

20:37;11

21:53;2

03:45:5

14:28;1'

14:55;2

17:55;51

1.

0.

1.

0。

2.

0。

0.

0.

0。

0.

0.

2.

0。

0.

1.

0.

2.

0.

1.

0.

3.

0。

0。

0.

1.

〉5。

)5.

〉5。

0.

〉5.

〉5.

0。

0。

)5.

0.

1.

0.

0.

3.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

留

鵬

田

“

賢

“

駈

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

襲

５３

“

襲

ｍ

・５

９５

４５

“

ｍ

如

∞

４

４

“

蘭

４

４

４

４

４

７５

７５

昴

∞

“

４

４

４

４

４

ｍ

ｍ

“

５０

∞

4.60

一　
一　
■
　
一　
一
　
一
　
一　
一
　
一　
Ｉ

∝
　
一　
ｌＣ
　
一　
ｌＣ
　
一
　
一　
一　
■
　
一

０
．
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

０
．

０
．
　

　

０
．
　

　

０
．
　

　

　

　

　

　

０
．

一

一

■

ｍ

％

∞

一

“

∞

一

一

襲

コ

困

一

０
．

０
．

１
．

５
．

　

２
．

５
．

　

　

２
．

０
．

０
．

0。 10

0.40

0.30

4.65

4.531

4.751

７３

∞

ｍ

　

ｍ

６０
‐

‐

‐

酬

―

―

―

―

１

５０
‐

，３５‐

４
．
５
．
４
．
　
　
４
．
　
４
．　
　
　
　
４
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
。
４

0.“

0.lC

O.lC

O.40

0。 10

0.15

0。 55

0.15

0.10

0.15

0.20

0。 80

0.20

0.20

0。 15

0.35

0.15

0.10

0.10

0.15

2.13

)5.00

)5.∞

0.10

3.95

)5。 ∞

0.10

0.10

2.50

0.25

0.35

0.20

0。 10

0.65

0.60

0。 85

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

3.

4.

4.

4.

4.

4.

0.

0。

0.

1.

0。

0.

0。

0。

0.

0.

0.

0.

1.

0。

0。

0.

1.

3.

)5.

)5.

0.

〉5.

〉5.

0。

0.

)5。
|

0。

0.|

0.

0。

0。 '

1.|

1.`

4.55

4.50

4.53

4.65

4.65

4.50

4.35

4.58

4.60

4.65

4.40

4.35

4.65

4.60

4.55

4.75

4.60

4.50

4.45

3.75

4.45

4.50

4.50

4.50

4.45

4。 45

70

日

4C

圧

40

圧

匡
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月・ 日 時:分 ;秒

小 塚 山 二 の 平 神 山 温 泉 荘 大 涌 谷

最 大

塀″)幅
S一 P

T
最 大
振 幅
(μ )

S一 P

T
大
幅
μ

最
振
＜ 〕冒

大
幅
の

最
振
＜

5-P

5
大
幅
μ

最
振
‘

間
↓

6. 20

29

7.  1

3

5

6

9

14

15

16

17

18

21

23

25

29

30

8. 13

"
24

25

27

28

9.  3

12

25

"
10. 16

27

22:45;45

02:57;10

19:48;00

08:27;00

13:12;27

05:09;13

18:29:52

00:12:54

19:15;11

19:15;41

19:20:57

15:56;22

18:08;36

17:32;56

05:35:34

04:13:37

18:51;04

14:42;42

14:19;52

08:03;52

13:02;47

∞ :05;09

02:50:3C

20:58;49

∞ :07;∝

02104;OC

00:53;04

05:35:41

01:00:5〔

13:04;5〔

18:03;Z

70:29;鵬

1.10

0.50

0.50

3.15

1.30

4.50

1.∞

1.35

〉5。∞

〉5.00

2.10

2.40

1.95

0.80

1.60

1.95

0。 20

一
　

“

∞

　

一
　

■

　

“

　

一

〇

〇

　

　

　

〇

　

〇

2.

3.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

3.

4.

4.

４

３

０

　

２

0."

1.85

1.35

4.33

0.50

4.55

1.33

)5.∞

2.98

)5.00

2.75

2.08

4.55

0.40

0.80

〉5.00

1.95

〉5.00

2.10

0。 30

0.35

1.00

0.35

1.70

0.“

100.

３３

∞

∞

∞

”

襲

”

盤

ｍ

ｍ

∞

４５

６５

ｍ

3.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

3.

4.

4.63

4.83

4.30

0.25

0。 40

4.65

4.30

4.10

4.80

0.55

0.15

1.25

1.65

0.20

1.85

1.50

0.10

0.8C

O.55

0.“

0.7[

0.7[

2.8C

〉5.OC

)5.OC

3.3[

0.

784.

4.

4.65

4.18

4.68

0.95

3.00

3.lE

4.製

4.2

・５

ｍ

３５

０５

却

∞

６５

４５

％

∞

∞

０
．

２
．

０
．

１
．

１
．

５
．

０
．

２
．

１
．

５
．

３
．

９５

０３

“

“

３５

∞

５０

∝

∝

■

困

７Ｃ

■

２

質

０
．

２
．

４
．

０
．

０
．

５
．

１
．

４
．

２
．

０
．

０
．

０
．

０
．

３
．

０
．

〉5.OC

l.9C

０

　

５

α

　

∝

4.

4.

4.

4.

4:

4.

3.

4.

あ

”

ｍ

・８

ｍ

ｍ

2.

３５

ｍ

４５

刻

３３

３５

４５

６８

弱

４

４

４

３

４

４

４

４

０

4.4C

3.9E

40

”

　

四

0.

1.

0。

1.

0.

2.

)5.

1.

〉5.

0.

0.

0.

0.

1.

0.

0.

3.

５０‐

‐
１５
　
”
　
”
　
％
　
∞

”

７５

∞

∞

∞

∞

Ю

あ

“

１
．

０
．
５
．
３
．

５
。

１
．

１
．

１
．

０
．

∞

７５

∞

８５

”

〉5.00

)5.00

％

　

“

質

　

∞

１０

　

刻

0.55

2.98

4。 25

4.55

4.33

4.35

4.60

4.55

4.45

4.30

4.53

3.70

4.85

4.55

4.30

4.65

4.50

3.08

4.63

3.95



コδ

月 0日 時:分 ;秒

小 塚 山 二 の 平 神 山 温 泉 荘 大 涌 谷

最 大
振 幅
(μ) Ｓ一Ｐ［ｍ

最 大

堀μ)幅Ｓ一ＰＴ
大
幅
の

最
振
＜

S一 P

鷺♂
最 大

塀勁幅
S一 P

T
漏

栃
S一

10.28

11.  1

5

8

15

18

19

21

24

"

12. 11

13

14

17

18

19

21

“

　

″

　

∞

19:08;21

17:10;■

19:56:1[

20:37;21

23:40;1嘔

19:14:3

21:52;2

22:34;5ワ

10:32;2〔

01:06;(I

10:37:器

21:26;4E

23:51:18

02:19;″

03:43:50

09:∞ ;濁

20:27:24

12:50;15

12:04:42

15:25:44

21:44:03

02:43;11

17:20:03

07:24:18

09:41:21

∝

■

ｍ

■

“

∞

釦

“

０

０

０

０

０

５

３

２

1.50

〉5.00

0.55

1.00

3.40

0。 35

1.75

)5.00

3.40

)5.00

4.55

1.95

0.50

4.00

0。 85

0.90

〉5.00

２
　
　
２
　
　
∝

２

　

　

２

　

　

０

圧

∝
　
　
∝

３

４

　

　

１

0.鶴

0.“

1.3E

4.3E

4.15

4.30

3.関

3.“

2.65

4.30

4.45

4.35

3.95

4.50

0.2C

O。 7〔

0。 鑽

0。 4[

0.3C

)5.OC

l.2E

)5.OC

O。 4

〉5.OC

O.45

〉5.00

)5.00

1.00

3.10

)5.00

1.60

〉5.00

2.90

1.60

1.00

)5.00

0.85

0.90

)5.00

■
　
　
２

２

　

　

２

0. 25

“

側

　

　

８５

４

３

　

　

０

43

0.48

0.50

1.08

4。 40

3.25

4.25

3.65

3.65

2.58

4.60

4.35

4.53

4.08

4.40

Ⅸ
　
　
駿
　
　
Ｉ

０

　

　

０

　

　

１

一
　

一

創

∝

一

∝

賢

一

「

あ

あ

あ

１５

８０

１

２

　

０

０

２

０

０

２

圧
　
　
“
　
　
“

２

　

　

２

　

　

０

０

０

５０

団

田
　
　
“

４
　
　
３

ｍ

ｍ
　
　
関

２

４
　
　
４

4.58

0。 ま

1.0こ

0.4

0.2

0.■

)5.OC

l.4C

4.8[

0.3C

〉5.OC

O.3C

O.5[

2.6[

0.4C

O。 震

3.OC

O.95

2.4C

O.鵬

0.35

0.35

2.60

0。 四

0.20

3.∝

OC

ｌＣ

”
　
　
∝

４

３

　

　

０

4. 綱

1.38

3。 90

4.03

4.四

3.58

3.50

・８

　

∞

４

　

　

４

4。 15

”

“

昴

”

∞

∞

∞

団

∞

０

０

０

０

５

１

５

０

５

”

∞

“

６０

∞

∞

∞

“

３５

６５

“

７５

一

・５

０
。

５
．

０
．

１
．

３
．

１
．

５
．

０
．

０
．

０
．

１
．

１
．

　

０
。

2.23

3.88

3.90

0.90

4.38

0.30

1.05

4.25

4.30

4.23

3.45

3.60

4.00

4.35


